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•営業／顧客対応

•プロダクト組成

•リサーチ

•ポートフォリオマネジメ
ント

•執行

•ミドル

リスク管理

パフォーマンス計測

レポーティング

•バック

約定処理／管理
• IT
•コーポレート

•コンプライアンス

•内部監査
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

・専門的業務は専門家へ任せる
→業務の質、スピードの向上

・人材確保の難しさをカバー

メリット

・コストパフォーマンス
・アウトソースした場合の総合
的な業務のやり易さ

・ノウハウの蓄積

課題

ブルー色項目＝アルファクエストが業務支援可能

●＝アウトソース可能 （想定必要期間は案件により異なる）

ライセンス申請 ライセンス取得

担　　当　　部　　署 業　務　項　目 期間（月） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

潜在顧客聞き取り

プレゼン資料作成

投資家確定

投資家対応・潜在顧客アプローチ

スキーム選定、対外調整

プロダクト考案

プロダクト確定

プロダクト組成

運用方針、運用プロセス策定

トラックレコード準備・作成

投資調査分析

資産配分検討・決定

執行体制構築

運用

リスク管理体制構築

データマネジメント準備

レポーティング準備

● リスクモニタリング

● レポーティング

業務フロー構築

社内外関係者とのフロー構築

● 約定処理・管理

● ネットワーク構成検討・構築

外部業務システム選定

● データマネジメントインフラ整備

● BCP・システムセキュリティ検討

● IT運用

計画策定

コーポレート運営・管理

● 当局ライセンス申請

● プロダクト・業務フロー チェック

● 各契約書準備・確認

● 法定書面確認

● 社内規定整備

● マネロン対策（AML）

協会等加入

● コンプライアンスモニタリング

● 内部監査
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年 金

学校法人等

ﾒｶﾞﾊﾞﾝｸ・生損保

地方金融法人

アセマネ(FoFs等）

Family Office

個人富裕層

個人リテール

海

外

投資家タイプ

国

内

委託会社自己設定投信の勧誘

投信
委託会社

運用会社

国内籍
私募投信

外国籍
投信

個別口座
運用

国内籍
公募投信

プロダクト

投資一任の勧誘・自己運用投信の勧誘

販売会社

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

Cap Intro
等

信託銀行

I F A

サ
ブ
ア
ド

プロ一任
運用会社
＋

二種取得

年 金

学校法人等

アセマネ (FoFs等)

Family Office



備 考
ファンド

投資家タイプ
国内籍外国籍




ファンド
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国内籍ファンド外国籍ファンド






投信委託
会社負担

















ファンド
負担
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国内籍ファンド外国籍ファンド












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国内籍ファンド外国籍ファンド

成功報酬

ドキュメン
テーション
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国内籍
（投信会社）

国内籍
（サブアド）外国籍

・投信委託ライセン
ス要
=>運営コスト大

・プロ一任で運用可
・投信委託会社との
協業要

・プロ一任で運用可
ライセンス

・国内投資家向けの場合は有力な選択・海外投資家向けは一択
・国内地方金法は難しい投資家層

・ロングオンリー、あるいはデリバティブ
の活用によるレバレッジ運用は選択可

・Prime Brokerを利用した
ヘッジファンド運用は一択運用スタイル

・AUM少額の場合も影響軽微・AUM少額はコスト過大となり
パフォーマンスへの影響大ファンドコスト

・国内信託がファンド主体でハードル低い・ファンドコスト、ミニマムサ
イズ要求、ファンド与信厳し
くハードル高い

少額立ち上げ

・制約あり（単位型か、追加型は窓あきと
成功報酬計算期間の平仄要）

・イコアライゼーションによる
投資家毎の精緻な計算可能成功報酬

自社で作成投信委託会社主導・Law Farmを活用して作成ドキュメンテーション


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